












Reciprocal対論 

ろうと不変です。「和」「誠」「開拓者精神」の日

立精神は基本中の基本だと思います。そして、

日立は創業と同時に「徒弟養成所」をつくって

人材を育ててきました。それが、今日の技能五

輪の選手養成にもつながっていて多くの金メダ

ルに結実しています。

教育においては、こうした高い志や倫理観を伝

えることが絶対必要です。そして、頭で理解す

るだけでなく、行動に表れるようにしないといけ

ないと思っています。まさしく人
・
財
・
だと思います。

八丁地 その意味で、日立製作所に入社したころに影

響を受けたことを、お聞かせいただければと思

います。

庄山 私は1959年入社ですが、当時は人が少なかっ

たから技術計算や資材の調達、品質管理案の

作成など何でもやらせていただいた。今も設計

の要素は変わらないが、精度がすごく求められ

規模が大きくなっています。そうなると専門化し

た方が効率的なので、仕事がどんどん細分化

されます。だからといって、ひとつの専門分野に

とどまったまま、全体を見わたして先を読む力を

養わないでいれば、チームを率いたり新しい価

値を生み出したりすることはできないと思います。

工業社会から進化した21世紀の知識社会を勝

ち抜くためには、さまざまな分野の技術や知を

融合させ、シナジーを生み出すイノベーションが

不可欠なのです。

政府の「イノベーション25」は、既存技術にとらわ

れないという点で発想が非常に斬新です。日立

でも、光計測という基礎技術を生体に応用し、

「指静脈認証」というセキュリティ分野で製品化

したという好例がありますが、こうした発想は日

常の延長を超えて考えないと生まれないですね。

八丁地 そうした発想力を伸ばすには、何が必要だと日

ごろお考えですか。

庄山 発想を生み出す場をつくることですね。例えば、

異業種のメンバーを集めて次世代製品に取り組

むプロジェクトが動き出していますが、そうした

活動を通じてチームリーダーを育てていくのだと

いう雰囲気をつくることが必要ですね。本来、

仕事は上の人に評価されること以上に、お客さ

まに評価されることが重要です。リーダーシップ

を発揮する人がいれば、全員がお客さまを向い

て仕事をするようになります。

八丁地 リーダーをつくる雰囲気の醸成や場を与えるこ

とが、経営者の責任ですね。総研も、グループ

各社を含め、将来のリーダーとなる人材が切磋

琢磨する場になるよう取り組んでいるところです。

庄山 私の最初の仕事は、圧延機用電動機の設計で

した。やがて、ローテーションでコットレル設計に

移ったのですが、性能不具合が多く、課長とお

客さまを謝り歩いたこともありました。謝るだけで
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ローテーションが人を変え、組織を活性化する



 

なく、納入先で真っ黒になって煙突掃除をした

こともありました。部長は「ローテーションには、

将来の勉強のためと、ダメだから動かす2種類が

ある。君は前者だよ」と挑戦意欲を与えるように

諭してくれましたが、おそらく、私は後者だった。

しかし、私はその場その場でベストを尽くすの

が信条だから、あまりそういうことを考えなかった

ですね。後に家電部門に移ったときも必死にや

るだけでした。その経験があるから、社長になっ

てローテーションを積極的にやりましたが、役に

立つ人こそ多様な経験を積むことが大切だと

思っています。

八丁地 私も数回ローテーションをさせていただきました。

タフな経験でしたが力がつきました。

庄山 人間には知識と知恵があると思います。知識は

経験がものをいいますが、職場が変われば通用

しなくなる。そうなれば知恵を働かすしかないわ

けです。総研につくってもらいたい人材育成プ

ログラムは、そうした知恵を働かす方法です。

私の場合、家電の工場長として与えられたテー

マは初期不良の根絶でした。生産ラインを回っ

てみると、検査工程にはお客さまの見学通路が

ない。そこでお客さまに見ていただいても恥ずか

しくないように設備を充実させたわけです。それ

で現場の意識も変わった。

また、全国のサービス員にお客さまの苦情を細

大漏らさず報告してもらい、毎日、検査部と設

計部の人間が集まって分析を行った。設計に問

題があれば率先して新聞に社告も出しました。

当時は、そんなことをすれば評判が落ちて製品

が売れなくなるという空気でしたが、今はそうす

ることが社会的責任になっていますね。

私がいいたいのは、新しい人が来ることによって

見方が変わり、組織を変えられるということです。

八丁地 固定観念のない目で見れば、事業が変わると

いうことですね。

庄山 それは、本人にもプラスだし、組織も活性化す

ると思います。ローテーションではそれを期待し

たわけです。

八丁地 グローバル化によってモノづくりを含めて経営自

体も変わってきていますが、変わるべきではない

こともあるように思います。日立の経営で大事な

ことはどのようなことでしょうか。

庄山 株主を忘れてはいけないけれども、金融資本主

義的な発想だけでは、モノづくりの会社は持続

的に発展できないと思いますね。

技術開発やモノづくりは、手間と時間をかける

しかありません。また、技術の伝承に時間を要

することもあります。種をまいても、水もやらず日

にも当てずでは枯れるしかないわけです。失敗

もあるし、苦労もある。そういうことを前提にしな

いで、短期的な視点を重視すると経営はうまく
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モノづくり企業には長期的な視点が要る








































































